
  

４月８日（水）、５５名の元気いっぱいの１年生を迎え、入

学式を行いました。保護者の皆様や在校生が見守る中、１年

生は少し緊張しながらも、笑顔で入場しました。校長先生や

PTA 会長、児童会長の話をしっかりと聞き、「はい！」と元気

に返事をするなど、立派な態度で式に参加することができま

した。また、１年生の紹介では、「よろしくお願いします！」

と元気にあいさつし、会場は大きな拍手に包まれました。喜

びに満ちた表情が多く見られ、温かな雰囲気の入学式となり

ました。 

 

 

 

 

 

４月１７日（金）に今年初めての参観日がありました。多

くの保護者の皆様にご来校いただき、ありがとうございまし

た。また、授業参観後にはＰＴＡ総会を開催しました。今年

度も校外生活安全パトロールや学年レク、運動会、スキーな

ど、多くの教育活動でご協力をいただくこととなります。特

に学年レクにつきましては、昨年度に引き続き今年度もお手

伝いの保護者の方を中心に進めて参ります。子どもたちの成

長を共に実感できる活動になるよう連携を図って参りたいと

考えています。どうぞよろしくお願いします。 

 

  

 

 

 

４月２１日（火）に１年生を対象に交通ルールを学ぶ「わ

かば教室」が行われました。交通安全指導委員の方から、信

号の渡り方や歩道を歩くときの注意点についてのお話があり

ました。あいにくの天候により室内で行われましたが、どの

子も真剣にお話を聞く態度が見られ、安全な道路歩行への意

欲を高めました。

『認め合い 支え合い 学び合う子どもの育成』 
令和８年度重点教育 

旭川市立東栄小学校   教育目標 『  』       
ようこそ東栄小へ！  

・ を終えて 

 

月 

【生活目標】 

きまりある生活をし

よう。 

１ 金 個人懇談 尿検査（未提出者）学年通信発行日 

２ 土  

３ 日 憲法記念日 

４ 月 みどりの日 

５ 火 こどもの日 

６ 水 振替休日 

７ 木 防災訓練 

８ 金  

９ 土  

１０ 日  

１１ 月 教育実習Ⅱ開始 児童総会 みんなの広場 

１２ 火 心電図検査（１年）尿検査（２次） 

１３ 水 防災訓練予備日 

１４ 木 運動会特別時間割開始 内科検診（１・４・５年） 

１５ 金 お迎え下校訓練 学年通信発行日 

１６ 土  

１７ 日  

１８ 月  

１９ 火  

２０ 水 運動会係活動（４～６年） 

２１ 木  

２２ 金 教育実習Ⅱ終了 

２３ 土  

２４ 日  

２５ 月 眼科検診（１・３・５年） 諸費納入日 

２６ 火 運動会全体練習 

２７ 水 運動会総練習 

２８ 木  

２９ 金 学年通信発行日 

３０ 土 第５６回東栄小学校運動会 

３１ 日  

 

学校では、食物アレルギー対応や保

護者負担軽減のため、旅行のお土産の

配付や転出入時の心遣いの児童への配

付をお断りしています。 

何卒、ご理解の上よろしく 

お願い致します。 

希望を胸に 新年度のスタート 

                                             
                      校長 谷 越 秀 樹 
 

 雪も解けて、温かな春の日差しが降り注ぐ季節になりました。グラウンドの土も４月の初

めには顔を出し、子どもたちは元気にグラウンドを駆け回っています。令和８年度の東栄小

学校は、新入生５５名を迎え、全校児童３０３名、教職員３８名でスタートしました。 

 

 私は始業式の話の中で、子どもたちへの願いを３つ伝えました。それは、「自分からあい

さつをしよう」「友だちの話をしっかり聞こう」「自分の目標を決めよう」です。あいさつができ

たり、友だちの話をしっかり聞けるようになると、いじめが起きないことも話しました。あ

いさつをすることも、友だちの話をしっかり聞くことも、相手を尊重しているからこそでき

る行いであり、相手のことを大切に思う者同士が争ったり、意地悪をすることはないはずで

す。これら３つの願いは、子どもの目に触れるように児童玄関の廊下の壁に掲示しています。 

 ４月１７日に行われた参観日では、令和８年度の東栄小学校の教育についてお話をさせて

いただきました。 

 

 

 

 

 

 
  

子どもたち同士の関係性を深める活動を積極的に取り入れることで、学校生活の楽しさを実

感させながら子どもたちの人間性を高めることができ、日本の未来を切り開いていく大人へと

成長させることができると考え、今年度の重点目標を、「認め合い 支え合い 学び合う子どもの育

成」としました。  

 本年度も子どもたちが安心して過ごせる学校、保護者・地域の皆様から信頼される学校を目

指して教職員一同、努力して参りますので、今後ともご理解とご協力を、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 最後になりましたが、年度始めのお忙しい中、４月１７日の授業参観・PTA 総会に多くの保

護者の皆様にご出席をいただいたことに、心から感謝申し上げます。どうもありがとうござい

ました。 

 

日本では少子高齢化が叫ばれていますが、子どもたちは将来、様々な年代、さらに文化

や考え方の異なる様々な国々の人々と関わり合いながら生活していくことが予想されま

す。そのために必要な資質や能力として、異なる意見や考えを理解しようとする「認め合

う力」の育成が必要です。そして困っている仲間がいたら手伝おうとする「支え合う力」

の育成、さらにはいろいろな考えを出し合い、よりよい答えを見つけるために必要な「学

び合う力」が大切であると考えます。 

令和 8 年４月３０日発行   第１号 


